
2022年 2月 13日（7週目) 主日礼拝                    「サミット伝道者たち」（1ペテロ 2:9-10） 

 Ⅰペテロは、ローマ帝国から迫害を受けている教会に対して書かれたものである。なぜ、神様は、教会に迫害を許されたのか。迫害を通して教会を強くするためである。私達が完

全に強くなれば、問題は来ないようになる。私を強くして、世界宣教することが目的である。 

〇AD３３年～６４年くらいの中でユダヤ人からの迫害が起こった。このような迫害は、エルサレムから拡散をして、世界宣教をするためである。 

〇AD６４年～３１３年まで、ローマ帝国から迫害があったが、サミット、権力者に福音を伝えるようにするための問題である。 

※問題を起こされたのは、私達を強くして、権力者にならせる為である。どうしたら私達は強くなるのか。キリストが悪魔を打ち砕いたキリストであることを信じられるほどに強くなる。 

1.王であるキリスト 2.キリストと結合 24 3.キリストの代任 

▲イエス・キリストは悪魔を滅ぼした真の王である。 

１)創 3:15(彼は、おまえの頭を踏み砕き、おまえは、彼のかかとにか 

みつく。) 

・試練は悪魔から来たもの―キリストは悪魔を打ち砕いた真の王。 

・キリストが悪魔を滅ぼした真の王の信仰によって勝利を出来る。 

２)マタイ 16:16(「あなたは、生ける神の御子キリストです。」) 

・ペテロが、悪魔を滅ぼすために来られたキリストであると分かる 

・私達は、サタンを砕く真の王の契約を掴むべきである。 

３)死－ヘブ 2:14-15(その死によって、悪魔という、死の力を持つ者 

を滅ぼし、一生涯死の恐怖につながれて奴隷となっていた人々を解 

放してくださるためでした。) 

・悪魔は死の力を持つもの―キリストは死の力に勝たれた。 

・死という武器を持って、私達を恐れさせるのがサタンである。 

・ローマ皇帝からの色々な迫害で殺されそうになった。 

・死の力を打ち砕いたキリストを分かる時に、死が怖くなくなる。 

・恐怖に打ち勝つために試練を与えて下さった。 

 ・勝利した王なるキリストを掴む時に、恐れから解放される。 

４)罪－Ⅰヨハネ 3:8(罪のうちを歩む者は、悪魔から出た者です。悪 

魔は初めから罪を犯しているからです。神の子が現われたのは、悪 

魔のしわざを打ちこわすためです。) 

・悪魔は、罪を犯させる。 

・罪の力に負けているから、問題が起こる。 

・罪を犯させる悪魔を打ち砕いたキリストを掴む時に勝利する。 

 

※試練や問題は、私達を強くして伝道者とするためである。 

▲キリストと結合していることを 24時間味わうことが

出来るように。 

１)ヨハネ 15:5(わたしはぶどうの木で、あなたがたは枝 

です。) 

・枝である私達は、キリストとくっついている。 

・キリストと共にいる事を味わう(朝,昼,夜の祈り) 

２)ガラ 2:20(私はキリストとともに十字架につけられ 

ました。もはや私が生きているのではなく、キリス 

トが私のうちに生きておられるのです。) 

・キリストが私の内に生きている。 

・神の御子を信じる信仰によって生きる。 

・キリストと結合をして神様をお父さんと呼べる。 

３)使徒 1:8(聖霊があなたがたの上に臨まれるとき、あ 

なたがたは力を受けます。) 

・約束を信じる信仰によって私達は聖霊充満になる。 

・定時の祈り、常時の祈り、深い祈りで聖霊充満。 

４)Ⅰペテ 1:6-7(いましばらくの間は、やむをえず、さ 

まざまの試練のために、悩まされていますが、 信仰 

の試練は、火を通して精練されてもなお朽ちて行く 

金よりも尊いのであって、) 

・試練を通して、私達がより強い信仰になる。 

・試練の時にこそ、真の王なるキリストを固く掴む。 

〇Ⅰペテロ 2:21 

・私達を召された目的は、試練を受ける中で強く 

なり、サミットに伝道をしていくためである。 

・キリストは、迫害を受けた時に受けた信仰を示さ 

れ勝利をした。 

〇教会で恵みを受ける程恐怖がなくなり大胆になる 

 

▲私達が強くなる必要があるのは、キリストの代

任の務めをするためである。 

〇キリストの務めが私の務めとなった。 

〇Ⅰペテロ 2:9(あなたがたは選ばれた種族、王で 

ある祭司、きよい国民、神の所有とされた民で 

す。・・・あなたがたが宣べ伝えるためなのです) 

・私達が、王であるキリストを分かって、強く 

なりキリストの代わりの務めをするように。 

１)王－サタン×(教会は王の務めを教える) 

・キリストが王であることを強調する。 

・私達も王でとされたことを分かるように。 

・キリストにより悪魔と恐れから解放された。 

・悪魔は決して教会・聖徒には勝てない。 

・王なるキリストを分かってこそ大胆になる。 

2)祭司(教会は罪を赦された事を分かり癒され 

病院のような役割を出来る) 

－ヨハネ 20:23(あなたがたがだれかの罪を赦す 

なら、その人の罪は赦され) 

・祭司は罪を赦す役割である。 

・私達の罪が赦されると救われる。 

・体の病気は罪を赦された事が分かり癒される 

〇Ⅰペテロ 2：24 

 －罪を赦されたことを信じるときに癒される。 

3)預言者(学校のように教会を通しサミットになる) 

－マタイ 28:18-20(それゆえ、あなたがたは行 

って、あらゆる国の人々を弟子としなさい。) 

・権力者に福音を伝えて地域の福音化をされる 

・世界福音化のために、高い身分となるべき。 

・サミット伝道をして権力者を生かす。 

・私達には神様が与えられるタラントがある。

－サミット伝道の為に天才の力が与えられる。 

▲結論－1ペテロ 5:7-10 

恐れに打ち勝ちサミット伝道者となる 

 



現場地教会（2022 年 2月 6日～2022 年 2 月 12 日） 
【賛美】 「イエスわが王よ」 

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ  

私は神のもの ゆえに神にささげん  御心のままにおさめよ 主イエスよ 

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ 

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ 

 

【使徒信条】 

 我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン 

 

【メッセージ】            「試練と真の信仰の祝福」(ヤコブ 1:1-5)        

  

【讃美】                   ４５５ 主にすがるわれに 

                      

【祈り】  

①教会の祈りの課題 

 

※御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。 

②現場地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病にある方、新しい家族のために。 

③現場地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。 

 

【フォーラム・祈り】 

 

【主の祈り】 

 天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄 

えとは限りなくなんじのものなればなり。 アーメン 

 

 

 

 

福音宣教教会 

祈り題 

 

 

1. 福音宣教教会(ローマ 16:20、25－27) 

2. 主任牧師(使徒 6:4、アモ 3:7、創世記 18:17) 

3. レムナント(イザヤ 6:13) 

4. 癒し(使徒 19:8－20) 

5. 日本神学校、東日本神学校(Ⅱ列 6:8－23) 

6. 200 都市(創世記 41:36－38) 

7. 1000 大学(使徒 19:9－10) 

8. 日本総会教会(使徒 6:4、コロ 4:2－3) 

9. 日本 8000 教会(使徒 17:1－3) 

10. 本部、柳牧師(138、14、24、、25、00、237) 

11. 日本をキリスト教国家とする(使徒 18:9－10) 

12. 237 宣教、太平洋・インド洋宣教(マタ 24:14、使徒 1:8) 

 

 
 
 
 
契約の祈り 
(主日礼拝) 

 1. 王なるキリストが勝利者として悪魔・死・罪の奴隷から私を解放

され、試練を通してすべての恐れに勝利する強い信仰をくださること

を感謝します。 

2. 私の恐れを癒して強くされ、王として現場の悪魔と罪を打ち砕き、

祭司として病と呪いを癒し、預言者として伝道・宣教・サミット伝道

するキリストの代任者とされることを信じます。 

3. 自分の姿を見て恐れるのではなく、王なるキリストとの結合を 24

時祈りで味わい、時空間を超える力を受けるサミット伝道者になりま

すように。 

 
 

 

お知らせ 

 

 

2 月 14 日(月)～15 日(火)弥冨伝道キャンプ 

2 月 21 日(月)～23 日(水)高知伝道キャンプ 担当：鶴見聖五牧師 

3 月 7 日(月)～11 日(金)盛岡伝道キャンプ 担当：小松優牧師 

2 月 17 日(木)世界大学修練会 登録：2 月 9 日まで玉修珍牧師夫人 

 

 

 

福音宣教教会 

主管牧師：御国イザヤ 

名古屋市中区栄 5丁目 23－8／tel:052-238-6003 

主日(日曜)1部礼拝 7:00 ／ 2部礼拝 10:00 ／ 3部礼拝 12:00 

 

 

 

 


